
１、２

今年度最後の子育てサロンです。
たくさんのご参加お待ちしています。

今年度、最後となりますので、たくさんの参加をお待ちしています。
●
●

靴を選ぶ
ポイント
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なかよく  みんな  えがおで
あなたと町を結ぶ
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「新型コロナウイルス感染症」の感染予防に
引き続きご協力を
みんなでともに乗り越えよう
令和３年３月で〝原発事故〟から10年
まちの話題／なみえ創成通信
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信
連絡先一覧／子育て広場

今月の表紙 初競り威勢よく「〝請戸発〟常磐もの」再び
（４月８日  請戸漁港・請戸荷捌き施設）

「新型コロナウイルス
感染症」の感染予防に
ご協力をお願いします

「３つの密」を
避けて

過ごしましょう

1
密閉
空間間

3
密接
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健康づくりで感染予防
① バランスのよい食事を心掛けましょう

野菜や果物などでバランスよく栄養をとり、〝ウイルス〟に負けない免疫をつけましょう。
② 適度な運動をしましょう

ストレッチなど自宅でできる運動で、運動不足を解消しましょう。町ホーム
ページで「ダンベル体操」やストレッチの動画（なみえチャンネル内）を見る
ことができるので参考にしてください。

③ しっかりと睡眠をとりましょう
睡眠不足になると免疫力が低下します。規則正しい生活を心掛け、十分な睡眠をとりましょう。

感染が疑われる場合はすぐに相談を
「新型コロナウイルス感染症」の疑いがある人は、必ず「帰国者・接触者相談センター」（　 0120

（567）747）に連絡してください。
① 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）、高熱などのいずれかの症状がある人
② 重症化しやすい人（（1）高齢者（2）妊婦（3）糖尿病・心不全・呼吸器疾患などの基礎疾患がある人
（4）透析・免疫抑制剤・抗がん剤などによる治療をしている人）で、発熱や咳などの風邪の症状がある人
③ 発熱や咳などの風邪の症状が、目安として４日以上続いている人（解熱剤服用中の人を含む）
　　

※また、体調に不安がある場合や一般的な問合せは、「福島県一般相談（コールセンター）」（　0120
（567）177）、「厚生労働省電話相談窓口」（　 0120（565）653）に連絡してください。

健康保険課健康係　　0240（34）0249

けんたいかん

「新型コロナウイルス感染症」感染拡大防止に向けて
町民の皆さん、これまでの感染拡大防止に向けた取組へのご協力、本当にありがとうござ

います。
多くの皆さんは、東日本大震災以降、避難を継続する一方、〝新たな国難〟と呼ばれる

「新型コロナウイルス」の感染拡大に心を痛めている日々かと思います。また、〝帰町〟し
復興に取り組んでいる皆さんも同様かと思います。
「新型コロナウイルス」は、感染しても自覚症状が無く、気付かないうちに周りの人に感
染させてしまうことがあるため、全ての人が感染拡大防止に向けた行動を取らなければなり
ません。〝長い闘い〟となりますが、皆さんと大切な人たちの命を守るために、引き続き、
ご協力をお願いいたします。
町では「浪江町新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置し、県や関係機関とともに感

染拡大防止に取り組んでいます。今後も町ホームページなどを活用し、町内での感染状況
や、生活支援に関する情報などを迅速にお知らせしていきますので、誤った情報や「うわ
さ」に惑わされることなく冷静に行動してください。また、感染した人やその家族、医療・
介護従事者に対する誹謗中傷や差別は、絶対にやめてください。
これからも町は、皆さんの命を守り、安全・安心な生活を維持するため、全力で取り組ん

でまいりますので、この苦難を一丸となって乗り越えていきましょう。

浪江町長　吉　田　数　博　　

ひ ぼう
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「新型コロナウイルス感染症」の
感染予防に

引き続きご協力を
「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大に伴い、全国を対象に発令されていた「緊急事
態宣言」が、先月、福島県では解除されましたが、今後も気を緩めることなく、一人一人が
「感染しない・させない」という意識を持ち、予防対策を続けましょう。皆さん、引き続き
ご協力をお願いします。

「ゼロ密」を目指しましょう
「３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）」を避けましょう。屋外でも、人混みなどは〝密集場
所・密接場面〟となる可能性があり注意が必要です。「３つの密」が重ならない場合でも、できる限り
「ゼロ密」を目指しましょう。
①「密閉空間」にしないよう、小まめに換気しましょう

窓がある部屋では、空気の流れができるよう、窓が２つ以上ある場合は２方向の窓を、窓が１つの
場合は出入口の扉と窓を、１回につき数分程度、１時間に２回以上全開にし、換気しましょう。ま
た、乗り物の中では、車のエアコンは「内気循環モード」ではなく「外気モード」にし、空気を入れ
換え、電車やバスなどの公共交通機関では、〝窓開け〟に協力しましょう。
②「密集場所」をつくらないよう、他の人と十分な距離を取りましょう

他の人とは、お互いに手を伸ばして届かない十分な距離（２メートル以上）を取るよう心掛けま
しょう。例えば、商業施設で会計を待つとき、前後の人に近づきすぎないよう注意しましょう。

③「密接場面」の機会をつくらないようにしましょう
近い距離での会話は、〝飛沫感染〟する可能性があります。例えば、対面で会議や面接をする場合

は、十分な距離を保ち、マスクの着用を心掛けましょう。また、飲食店で食事をする場合は、マスク
を外す時間が長くなりがちであるため、多人数での会食など、大声で話をする場面が増える機会は極
力控えましょう。

普段の生活で気を付けることは
① 続けていますか？小まめな手洗い

外出先からの帰宅時や調理の前後、食事の前などに、30秒以上、せっけんで
手を洗い、しっかり流しましょう。

②〝咳エチケット〟を忘れずに
咳やくしゃみをするときは、ティッシュやハンカチで口と鼻を押さえましょう。また日頃から、マ

スクの着用を心掛けましょう。
③ 人と接触する機会を〝８割〟減らしましょう

例えば、今まで、間近で直接、会話などをする人が一日につき10人だった場合、２人までを目安
にしましょう。また、食料品の買い出しや病院への通院など、生活するうえで必要な場合を除き、昼
夜を問わず〝不要不急〟の外出を避けましょう。

ひ まつ

せき
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「原子力損害賠償紛争解決（ＡＤＲ）」は、「裁判」とは異なる制度です。
東京電力への損害賠償請求の有無にかかわらず、「ＡＤＲ申立て」は可能です。特に、精神的な損害の賠

償として、避難中に ①要介護状態であった ②身体・精神障害があった ③重度・中度の持病があった ④家族
の介護をしていた ⑤家族がばらばらになった ⑥妊娠中であった ⑦乳幼児の世話をしていた ⑧避難所を転々
としたなどの事例に該当する人は、簡単な手続で和解成立となる場合が数多くあります。

※「ＡＤＲ申立て」について詳しくは、今月号同封の「原子力損害賠償紛争解決（ＡＤＲ）センターから
皆さまへ」を確認するか、原子力損害賠償紛争解決（ＡＤＲ）センター（　 0120（377）155）に問い合
わせてください。

総務課賠償支援係 0240（34）4638

「ＡＤＲ申立て」とは

乳幼児と一緒の避難生活について「ＡＤＲ申立て」をしました。簡単な申立書以外に
提出書類はなく、調査官には、電話で苦労したことを話しました。申立て中に、東京
電力から「賠償の対象にならない」という答弁書が２回届きましたが、最終的には、
仲介委員が慰謝料の増額を認め、和解が成立しました。担当の仲介委員には、とても
親身に対応してもらい、相談しやすくて助かりました。

（「ＡＤＲ申立て」で和解した町民（30代女性）の感想）

簡単な申立書をＡＤＲセンターに提出す
れば、仲介委員が面談や電話で事情など
を確認し、解決を目指します。

でも、
いろいろと手続が
難しそう…。

主 体 な ど

基 本 姿 勢

手数料など

対 応

解 決 方 法

国の機関として弁護士資格を有する仲介
委員が和解を仲介

中立・公平（被災者に配慮）

無料（通信費など一部自己負担あり）

調査官が電話で申立人の事情・考えなど
を確認し、必要書類を整理

和解案を提示（令和元年12月時点、和解
成立実績は８割以上）

裁判所で手続

中立・公平

有料

当事者の責任で主張を立証し、民事訴訟
法などに基づき手続

和解または判決

Ａ　Ｄ　Ｒ 裁 判 ・
・

��� �������	�	����
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令和３年３月で〝原発事故〟から10年
～原子力損害の賠償請求はお済みですか～

原子力損害の賠償請求の時効は「損害および加害者を知ったときから10年」です。

それじゃあ、
安心して大丈夫？

①〝原発事故〟後10年（令和３年３月）で、一律に賠償請求権が時効を迎えるわけではありません。「損害お
よび加害者を知ったとき（賠償請求をできるようになったとき）」から10年となります。また、東京電力は、
時効の〝起算点〟を「賠償請求の受付をそれぞれ開始したとき」としています。

②請求手続中に時効で請求できなくなることはありません。「訴訟やＡＤＲの仲介手続中は時効が成立しな
い」と法律で定めています。また、東京電力は、「直接請求の手続中に、時効を理由に賠償請求を断らな
い」としています。

③東京電力が、時効により請求権が消滅したことを主張しない限り、時効は成立しません。さらには「被害
を受けた人たちが時効によって不利益を受けないよう、それぞれの事情を十分踏まえて真摯に対応する」
としています。

※時効について詳しくは文部科学省ホームページ
（ https://www.mext.go.jp/a_menu/genshi_baisho/jiko_baisho/detail/1335890.htm）
をご覧ください。

時効とは

注意が必要です！
時間が経過するほど、損害を証明する
証拠書類が集めにくくなります。

しん し

全ての請求が済んでいるか、
何が対象になっているか
分からない人

東京電力ホールディングス株式会社（以下、東
京電力）に賠償状況を問い合わせてください。
・コールセンター　　0120（926）404
・相談窓口予約　　　0120（925）097

不明・不安な
点がありまし
たら、賠償支
援係に相談し
てください。請求が思うように

進まない人

東京電力から賠償されない場合、賠償金額に
納得できない場合は「ＡＤＲ申立て」を検討
してください。
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431

������������������
��������������	����
��
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������
�����������
�����������������
����������������
���������
���������

�������	
����

��������	
����������
�����������
�����������������
���������������������
���������������������	�
�� � �����������������
�������������������������

＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173

������������������

��������������	����

������������	
���

��������������������

�����������������

�������������������

������������

�������������	
�����

�����������

４月13日の交通教室では、小学
校６年生が「家庭の交通安全推
進委員」に委嘱されました。

４月10日に行われた「新入生・転入
生を祝う会」では、ゲームをして楽
しい時間を過ごしました。厳粛な雰囲気の中で

◆ ◆

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

４月６日、小学校４人、中学校３人の新入生を迎え、「合同入学式」が行われま
した。「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、多くの来賓の皆さんが出
席を見合わせる異例の少人数で実施されましたが、７人の新入生は、これから始
まる学校生活へ希望を抱き、立派な態度で式に臨みました。また今年度は、小学
校に３人の転入生が加わり、小学校21人、中学校５人でのスタートになりまし
た。みんなとともに元気に学習や運動に励んでほしいと思います。

厳粛な雰囲気の中で

した
席を
まる
校に
た。

入学
おめでとう！

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

東日本大震災による津波で甚大な被害を受けた請戸漁港で、長らく行われていなかった競りが、４月８日、９年ぶりに再開さ
れました。初競りは、昨年10月に落成した「請戸荷捌き施設」で行われ、地元の漁業者によって水揚げされたヒラメ、カレイな
どが、次々と競りにかけられ、漁港は大いに活気づいていました。
〝請戸発〟の「常盤もの」は、豊洲市場（東京都江東区）をはじめ首都圏を中心に流通します。今後は、初夏からシラスの水揚
げが予想され、〝請戸発〟のシラスの加工品が生産される見込みです。

水揚げされたばかりの新鮮な魚介類を求めて水揚げされたばかりの新鮮な魚介類を求めて水揚げされたばかりの新鮮な魚介類を求めて

４月7日、浪江にじいろこども園
において、入園式・進級式が行われ
ました。
式典は、園児、保護者、職員がマ

スクを着用し、会場を小まめに換気
するなど、「新型コロナウイルス感染
症」の拡大防止に最大限の注意を払
いながら行われましたが、子供たち
は笑顔にあふれ、元気な姿で新たな
スタートを切ることができました。

名前を呼ばれて元気に返事名前を呼ばれて元気に返事名前を呼ばれて元気に返事 半年前に園児が植えたチューリップが開花半年前に園児が植えたチューリップが開花半年前に園児が植えたチューリップが開花

さば

����������	�	����
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なみえ新聞 通信

二本松事務所でタブレット・アプリの相談ブースを開設します！
タブレットの操作方法だけではなく、スマートフォンやアプリの使い方、インターネットのセキュリ
ティに関する不安など、様々な質問・疑問にお答えします。気軽に来てください。なお、６月15日
（月）・７月20日（月）は、「町弁護士による法律相談」の開催も予定されています。

「なみえ新聞」で福島県や浪江町の最新情報をチェック
毎日17時に新しいニュースをお届けしています！「新型コロナウイルス感染症」に関する情報など、
町からのお知らせや町内の飲食店情報、さらには「福島のニュース」など、内容盛りだくさんです。
また「おもしろニュース」では、毎日更新している「ばっぱちゃんの一服すっぺ」や過去の広報紙を
紹介している「懐かしの広報なみえ」など、楽しいコンテンツも充実しています。

※一人ずつ、対面形式で相談に応じます。
場合によりお待たせすることがあります。

※「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止の
ため、内容が変更になる場合がありますの
で、町ホームページやなみえ新聞で、事前の
確認をお願いします。

６月15日（月）　13時30分～16時

６月23日（火）　10時～12時

７月７日（火）　10時～12時

７月20日（月）　13時30分～16時

【日　　時】 マスクの着用を
お願いします

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係 0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

【タブレットに関する問合せ】

「なみえ新聞」は、スマー
トフォンやアイフォンから見ることができ
ます。アプリをダウンロードしてお楽しみ
ください。

ポイント
!

注意：らくらくホンには対応していません。

スマートフォン版
なみえ新聞▲

アイフォン版
なみえ新聞▲
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●

●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

「新型コロナウイルス感染症」の感染拡大防止への対
応により、掲載内容が変更されている場合があります。
最新情報については、各記事の問合せ先に確認をお願
いします。

広報の掲載内容についてのお願い

介護福祉課
長谷　智美

仮設津島診療所
熊谷　眞弓

町民の皆さんの温かいご支援ありがとうございました。
柳迫　純也（住民課）

５月１日付けで任期付職員として採用されました。町民
の皆さん、よろしくお願いします。
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健康保険課放射線対策係 0240（34）0261

例年、県内の復興公営住宅の集会所を巡回し実
施していた、町で貸与した空間線量計校正の回収
を、今年度は中止します。空間線量計の正確な測
定には、１年に１回の校正が必要です。前回の校
正から１年以上経過している人には、株式会社Ｊ
Ｂジャパン・ブランドから返却用パック（封筒・
送り状・申込書）が送付されるので、申込書に記
入のうえ返却してください。校正終了（３週間程
度）後、自宅に送付します。なお、返却用パック
が届かない場合は連絡してください。

空間線量計（精密博士）校正の
巡回回収を中止します

消防署からのお知らせ

火事と救急は119番
浪江消防署 0240（34）4111
富岡消防署 0240（22）2119

消防署《連絡先》

体が熱い、汗が出ないなど、熱中症の危険を感じたら
迷わず「119番通報」をしてください。

① 小まめに水分補給する
② 暑いときは無理をしない
③ 外出時には日傘、帽子を着用する
④ 涼しい場所・環境で過ごす
⑤ 部屋の温度を小まめに調整する

熱中症予防の
ポイント
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第108号 ●

「浪江のこころ通信／第108号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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し
た
が
、
暖
房
も
食
べ
物
も
無
く
、

本
当
に
つ
ら
か
っ
た
。
二
本
松
市
に

一
斉
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
岳

下
体
育
館
に
移
り
ま
し
た
。
二
本
松

市
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
、

段
ボ
ー
ル
や
毛
布
、
食
事
も
ト
イ
レ

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
群
馬
県
前
橋
市
の
弟
を
頼
っ
て
約

三
週
間
。
そ
の
後
、
知
り
合
い
か
ら

「
地
元
に
戻
ら
な
い
と
情
報
が
得
ら

れ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
、
二
本
松
市

東
和
町
の
体
育
館
へ
移
り
ま
し
た
。

こ
こ
は
衣
服
や
食
品
な
ど
の
物
資
も

あ
り
、
知
人
も
多
か
っ
た
の
で
気
持

ち
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
耶
麻
郡
北
塩
原
村

に
あ
る
裏
磐
梯
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
、
五
色
沼
近
く
の
秋
元
旅

館
と
移
動
し
ま
し
た
。
旅
館
の
皆
さ

ん
に
は
い
ろ
い
ろ
な
配
慮
を
し
て
い

た
だ
き
、
８
世
帯
の
皆
さ
ん
と
カ
ラ

オ
ケ
や
餅
つ
き
を
し
た
り
、
健
康
の

た
め
ラ
ジ
オ
体
操
も
し
た
り
し
ま
し

た
。
そ
の
後
福
島
市
に
移
り
、
今
は

避
難
８
か
所
目
の
一
軒
家
。
子
供
た

ち
も
福
島
市
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
八
坂
神
社
再
建
の
発
端
、
実
現
ま

で
の
経
緯
な
ど
を
教
え
て
く
だ

さ
い

鈴
木
さ
ん　

佐
藤
さ
ん
が
一
番
詳
し

い
か
ら
、
お
任
せ
し
ま
し
ょ
う
。

佐
藤
さ
ん　

震
災
で
神
社
が
倒
壊
し

た
当
時
か
ら
、「
昔
通
り
に
復
元
し

た
い
」「
簡
素
に
祠
だ
け
で
も
」
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
27
年
５
月
、
避
難
先

の
岳
下
体
育
館
そ
ば
の
岳
下
公
民
館

に
地
区
住
民
が
集
ま
り
、
大
字
総
会

を
開
い
た
と
き
に
、
再
建
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
大
字
三
役

や
氏
子
代
表
５
人
（
後
に
６
人
）、

集
落
の
各
団
体
長
、
区
長
経
験
者
な

ど
学
識
経
験
者
と
合
わ
せ
て
12
人

と
、
宮
司
さ
ん
の
13
人
で
構
成
。
み

ん
な
、
再
建
に
は
賛
成
の
よ
う
で
し

た
が
、
高
齢
の
皆
さ
ん
と
若
い
皆
さ

ん
と
で
は
思
い
が
少
し
違
い
ま
し
た

ね
。施

工
業
者
の
選
定
で
は
会
津
建

設
さ
ん
と
の
出
会
い
が
大
き
か
っ
た

で
す
。
き
っ
か
け
は
、
自
宅
を
建
て

た
親
戚
を
訪
ね
た
と
き
に
会
社
案
内

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
、
神
社
仏
閣
の
施

工
実
績
を
知
っ
た
こ
と
で
し
た
。
役

員
で
会
社
や
加
工
場
、
材
木
保
管
所

の
見
学
に
行
っ
た
り
、
ま
た
福
島
市

や
川
俣
町
、
南
相
馬
市
鹿
島
区
の
山

田
神
社
な
ど
数
か
所
の
視
察
を
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。

再
建
の
財
源
は
、
東
京
電
力

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
か
ら

の
賠
償
金
が
約
66
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

田
村
さ
ん
が
交
渉
か
ら
契
約
ま
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

共
有
地
か
ら
の
一
括
寄
付
や
50
数
件

に
も
お
よ
ぶ
個
人
寄
付
が
約
32
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
寄
付
予
算
の
約
２
・
３

倍
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
福

島
県
神
社
庁
の
助
成
金
で
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
参
道
の
整
備
や
土
留
め

な
ど
の
付
帯
工
事
も
で
き
ま
し
た
。

個
人
寄
付
が
こ
れ
ほ
ど
集
ま
っ
た
こ

と
に
、
改
め
て
皆
さ
ん
の
神
社
へ
の

思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
集
落
の
お
墓

へ
の
通
り
道
に
あ
る
神
社
に
は
幼
い

頃
か
ら
の
思
い
出
な
ど
が
あ
っ
て
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
な
ん
で
し
ょ
う

ね
。再

建
検
討
委
員
会
は
再
建
準
備

委
員
会
と
な
り
、
最
後
の
約
２
年
は

再
建
委
員
会
へ
と
名
称
を
変
え
な
が

ら
、
約
５
年
の
歳
月
を
か
け
、
昨
年

８
月
５
日
に
完
成
、
引
き
渡
す
予
定

で
し
た
。
し
か
し
、
10
月
に
予
定
し

た
遷
座
式
や
落
成
式
は
台
風
の
影
響

で
今
年
１
月
12
日
に
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
雨
天
続
き
で
心
配
で
し
た
が

「
終
わ
り
よ
け
れ
ば
、
す
べ
て
よ

し
」。
見
事
な
晴
天
と
な
り
ま
し

た
。
神
楽
と
田
植
踊
り
を
奉
納
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

鈴
木
さ
ん　

八
坂
会
に
よ
る
神
楽
と

田
植
踊
保
存
会
、
い
ず
れ
も
今
は
８

人
で
す
。
以
前
、
田
植
踊
保
存
会
が

小
学
生
に
教
え
て
い
た
頃
の
若
い
人

た
ち
も
参
加
し
て
、
70
代
か
ら
20

代
、
育
て
た
人
た
ち
と
習
っ
た
人
た

ち
が
一
緒
に
踊
り
ま
し
た
。
離
れ
離

れ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
練
習
や
行

事
に
集
ま
る
こ
と
が
大
変
で
す
。

引
っ
張
っ
て
く
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
協

力
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
な
け
れ

ば
継
続
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
地

域
の
芸
能
を
継
承
し
て
い
く
に
は
、

地
域
と
町
の
全
面
協
力
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
最
後
に
、
八
坂
神
社
へ
の
思
い
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

鈴
木
さ
ん　

こ
の
神
社
は
彫
り
物
が

自
慢
で
、
再
建
に
そ
の
一
部
を
使
い

ま
し
た
が
、
先
達
が
残
し
て
く
れ
た

大
切
な
神
社
を
、
私
た
ち
世
代
が
次

へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
浪
江
町
に

戻
る
、戻
ら
な
い
は
別
と
し
て
、地
元

に
来
た
と
き
は
い
つ
で
も
神
社
に
お

参
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

田
村
さ
ん　

集
落
の
再
建
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
５
年
後
、
10

年
後
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
若
い
人

た
ち
に
伝
え
な
が
ら
、
復
興
を
成
し

遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

佐
藤
さ
ん　

神
社
と
住
民
の
つ
な
が

り
と
い
う
か
、
ど
こ
に
い
て
も
古
里

を
思
う
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
。「
家
に
帰
る
か
」
と
言
う
人
が

一
人
、
二
人
と
増
え
て
い
く
よ
う

な
、
復
興
の
象
徴
と
な
れ
た
ら
い
い

で
す
ね
。
新
し
い
機
会
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
話
す
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

７
月
に
は
夏
の
例
大
祭
も
再
開
し
ま

す
よ
。

〔神社と再建報告会〕
左上：竣工落成式当日の八坂神社
右上：参列者全員で記念撮影
左下：八坂会によって奉納された神楽
右下：樋渡牛渡田植踊保存会による田植踊り

（令和２年１月12日撮影）

ほ
こ
ら

お
お
あ
ざ

せ
ん
ざ
し
き

せ
ん
だ
つ
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樋渡牛渡八坂神社 再建委員会役員
　樋渡牛渡行政区長  鈴木　辰行さん（樋渡）
　八 坂 神 社 宮 司  田村　友正さん（北幾世橋）
　八坂神社再建委員会委員長  佐藤　安男さん（牛渡）

◆
皆
さ
ん
の
震
災
当
時
の
様
子
や
今

の
暮
ら
し
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

鈴
木
さ
ん　

そ
の
日
は
町
議
会
に
出

席
し
て
お
り
、
地
震
発
生
直
後
に
解

散
に
な
り
ま
し
た
。
自
宅
に
戻
る
途

中
、
八
坂
神
社
の
前
を
通
っ
て
み
る

と
、
無
残
に
も
倒
壊
し
て
い
ま
し

た
。
真
っ
先
に
思
っ
た
の
は
「
再
建

す
る
の
は
大
変
だ
ぞ
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
自
宅
に
戻
る
と
納
屋
が
つ

ぶ
れ
、
停
電
の
た
め
自
家
水
道
も
使

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌
朝
、
水
く
み

な
ど
を
す
る
う
ち
に
、
原
発
事
故
の

避
難
と
な
り
、
津
島
方
面
に
向
か
い

ま
し
た
が
、
渋
滞
で
引
き
返
し
ま
し

た
。
妻
の
姉
が
住
む
南
相
馬
市
原
町

区
に
行
き
、
一
週
間
ほ
ど
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
で
あ
っ
た
た
め
、
家
族
４
人
で
埼

玉
県
の
娘
の
家
に
１
か
月
ほ
ど
避
難

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
都
の
東
雲
住
宅

団
地
に
移
っ
て
５
年
過
ご
し
、
今
は

息
子
の
家
族
と
名
取
市
に
一
緒
に
住

み
、
樋
渡
と
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

樋
渡
の
家
で
は
、
自
家
用
の
キ
ュ
ウ

リ
や
ス
イ
カ
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
を
転
々
と
し
ま
し
た

が
、
囲
碁
の
趣
味
が
功
を
奏
し
て
、

碁
会
所
仲
間
が
す
ぐ
に
で
き
る
ん
で

す
よ
。
救
い
で
し
た
ね
。

田
村
さ
ん　

建
て
て
間
も
な
い
家
で

し
た
が
、
瓦
が
落
ち
ま
し
た
。
当

時
、
民
生
委
員
を
務
め
て
い
た
の

で
、
近
所
の
高
齢
者
の
安
否
確
認
を

し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
役
場
の
隣
の

体
育
館
に
避
難
し
た
の
で
す
が
、
翌

日
す
ぐ
に
原
発
事
故
で
避
難
に
な
り

ま
し
た
。
国
道
６
号
は
上
下
線
と
も

動
か
ず
、
国
道
１
１
４
号
に
も
入
れ

な
い
。
南
相
馬
市
原
町
区
に
住
む
妹

を
頼
る
た
め
に
山
回
り
で
移
動
し
ま

し
た
が
、
そ
こ
も
す
ぐ
に
避
難
と
な

り
、
飯
舘
村
、
福
島
市
へ
と
移
っ
た

後
、
娘
夫
婦
を
頼
っ
て
仙
台
市
へ
行

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
白
河
市
の
妻

の
親
戚
宅
の
離
れ
を
借
り
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
風
が
吹
く
と
刃
物

で
切
ら
れ
る
よ
う
な
寒
さ
な
ん
で
す

よ
。
そ
こ
で
、
浪
江
町
に
一
番
近
い

い
わ
き
市
を
選
び
、
長
男
世
帯
と
隣

り
合
わ
せ
で
住
ん
で
い
ま
す
。
家
族

や
孫
が
頻
繁
に
集
ま
る
の
で
、
楽
し

い
で
す
。

今
は
、
皆
さ
ん
が
避
難
先
で
建

て
た
家
の
地
鎮
祭
が
、
宮
司
と
し
て

の
主
な
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
八
坂
神
社
と
初
發
神
社
の
こ
と

を
考
え
、
そ
ろ
そ
ろ
幾
世
橋
に
戻
ろ

う
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
藤
さ
ん　

あ
の
日
は
檀
家
の
集
い

で
富
岡
町
夜
ノ
森
に
出
掛
け
、
帰
り

の
車
で
地
震
に
遭
い
ま
し
た
。
双
葉

町
で
は
国
道
６
号
が
大
渋
滞
。
山
手

に
迂
回
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
も
道
路

の
段
差
が
ひ
ど
く
、
約
60
分
も
か
け

て
帰
宅
し
ま
し
た
。
家
は
屋
根
瓦
が

落
下
、
家
財
道
具
な
ど
が
倒
壊
し
ま

し
た
が
、
電
気
や
水
道
は
使
え
ま
し

た
。
一
晩
中
テ
レ
ビ
で
各
地
の
震
災

状
況
を
見
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
倒
壊
し
た
家
屋

な
ど
が
海
水
に
流
さ
れ
な
が
ら
燃
え

て
い
る
光
景
は
衝
撃
的
で
し
た
。

翌
日
早
朝
、
妻
と
車
で
請
戸
や

幾
世
橋
の
様
子
を
見
に
行
く
途
中
で

避
難
指
示
を
聞
き
、
そ
の
ま
ま
津
島

へ
避
難
。
体
育
館
に
二
晩
泊
ま
り
ま

取材者：認定特定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：３月３日

八坂神社の再建とともに、集落の新しい歴史が始まる

福島県

樋渡・牛渡地区の人たちの心のよりどころだった八坂神社は、震災時に拝殿や本殿などが倒壊。様々な
人たちの尽力により、足掛け５年の歳月をかけて、昨年、再建されました。10月13日には竣工落成式が
開かれる予定でしたが、台風19号の豪雨被害により、今年の１月12日に延期。当日は、避難先などから
地区の人たち約80人が駆けつけ、にぎやかに再建を祝いました。
大切な神社の行事である夏の例大祭の再開ももうすぐです。この再建の取組に中心的に関わってこられ

たお三方に、震災からこれまでの暮らしと、神社再建にまつわるお話を伺いました。

鈴木さん 田村さん 佐藤さん

し
ょ
は
つ

だ
ん
か

う
か
い
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～おうちで１１、２!～

今年度最後の子育てサロンです。
たくさんのご参加お待ちしています。

今年度、最後となりますので、たくさんの参加をお待ちしています。
●
●

子供が人と一緒に体を動かすことは、体が鍛えられるだけではなく、脳や心の発達を
促すことにつながります。人への信頼関係やコミュニケーション能力、力加減の
コントロール、集中力、〝まねする力〟などを育むことができます。
子供は、家族の皆さんが相手だと安心して体を委ねられ、〝ダイナミック〟な
動きにも挑戦できます。一緒に遊ぶことで親子の関係も深まるので、ぜひ、親子
で体を使う遊びを楽しみましょう。

※広報なみえ４月号で、「ぽかぽかテラス」の年間予定をお知らせしましたが、６月17日（水）の開催
については、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、中止となります。また、「園庭開
放」についても、６月中は中止となります。
また、７月以降の開催の有無については、広報なみえなどでお知らせします。

　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

親子でできる〝じゃれつき遊び〟
くすぐりっこ（子供が喜ぶ代表的な〝ふれあい遊び〟）、お馬さんごっ
こ（四つんばいの大人の背中に乗る）、ジャンプ（向かい合って両手をつ
なぎジャンプする）、ボートこぎ、手押し相撲、おんぶ、肩車など

靴を選ぶ
ポイント

～おうちで１、２!～
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